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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・平成26年　定期昇給差額明細書を配布しています。今回配布するものには、市県民税の特別徴収決定通知書・健康診断個人票も配布書類がある方の分は一緒に同封しております。6月25日～27日､11時～12時半･17時～17時20分､青南病院2階総務担当にて配布していますので､都合を見て受け取りに行ってください。
・本日､第2回院内研修の2日目です。昨日受けていない方は､本日受けるようにしましょう。

・6月26日～27日､第2班の職員旅行です。2班のメンバーは､集合時間に遅れないよう行動しましょう。

・巴　勇樹　様～本日（6月25日）退院し､明日（26日）より精神科デイナイトケアを利用開始予定。タバコは､本人を送ってきた父より職員が受け取るようにしてください。

＜利用者様情報＞
山田　健次　様～ケアマネ岡田氏へ､介護保険サービスの導入状況について確認する。6月中旬よりデイサービス｢れいろうクラブ｣月･水･金曜､訪問介護（五福）火曜､訪問看護（五福）木曜を開始。当初は､デイサービス利用時､15時頃になると｢もう帰る｣等と訴えることはあったものの､最近は上記の訴えもなく､楽しそうに最後まで利用することが出来ている。また､自宅の掃除を長年していなかったとのことで､訪問介護利用時に清掃を行い､環境も整ってきているとのこと。訪問系及び介護保険サービス導入が行えていることから､6月30日でデイケアの利用を終了することを検討していることを主治医･ケアマネに相談し､了解いただく。本人･家族の了解も得た上で､終了することとする。

北村　奈美　様～昨日､寺沢様･青木様とトラブルになったと､電話で相談がある。昨日夜､北村様より青木様へメールし､｢寺沢さんが自分にばかりメールをくれない､無視しているのかもしれない｣｢以前､嘘を3回つかれたことがある｣等と愚痴を言ったところ､青木様より､｢勘違いだから､ちゃんと話し合ったら？｣と言われたとのこと。青木様が間に入り､北村様が言っていたことを（北村様に了解をもらった上で）寺沢様へ伝えたところ､寺沢様が怒ってしまい､｢寺沢さんが怒ったのは青木さんのせいだ｣等と憤慨して青木様に電話で怒ってしまったと話している。

｢青木さん達に会いづらい｣｢昨日は眠れなかった｣等と訴えており､昨日の言動を振り返る。｢今は会いたくない｣等と話しており､気持ちの整理がつくまで距離を置き､寺沢様･青木様と話し合いたい時は職員が間に入って話し合いを行うことを伝える。

寺沢　彩　様　～昨日行われた､就労継続支援A型｢アイデント八戸｣の見学について職員へ話している。6月30日体験利用の予定だが､もしかしたら1週間体験利用を実施するかもしれないとのことで､来週水曜日の外来診察の予定を変更したいと相談がある。外来看護へ相談し､本日､診察を受けている。

また､寺沢様･青木様より相談がある。昨日､下記の件で北村奈美様より言われたこと（嘘をつかれた等）に対して腹が立っており､｢話したくないし､会いたくない｣等と話している。それぞれの言い分を確認したところ､悪気がある言動ではなく､互いの言動に対して勘違い･受け取り方の違いにより､こういったトラブルに至ったことを振り返る。北村様と話し合いをしたい場合は､職員が第三者として間に入ることも出来ることを伝えている。その後は笑顔で対応することが多く､不安を訴えることはない。

青木　紀子　様～上記の件について､寺沢様とともに相談している。｢私が､北村さんが言っていたことをそのまま伝えたのが悪かったのかな｣｢私のせいだ｣等と落ち込んでおり､青木様は悪気があったわけではなかったこと､トラブルがある友人の間に介入することで､トラブルに巻き込まれる危険性が高いことを振り返る。これからは､こういったトラブルがあった際､自分ではどうしようもない時は職員へも相談していただきたいことを説明し､了解している。

また､北村様より､1日置きで何度も電話が来てしまい､困ると話している。夜中に電話が来た時に出れない際は､随時メールで謝罪することにも疲れたと話している。しかし､自身で解決（北村様へ､週2回（平日のみ）だけ電話してもいいと約束した等）することが出来ており､｢少し楽になった｣と話している。どうしてもつらい時は､週1回に減らす等の方法を相手へ提案することを伝えている。

細越　定生　様～本日11時頃より不機嫌になり､職員に対して不満を訴えている。随時職員が傾聴することで､一時的に落ち着いて笑顔になるが､何度も強い口調で訴えている。昼頃はギターを弾いて上機嫌に活動をしており､易怒的になることはなかった。

高橋　洋子　様～昨日に引き続き､デイケア利用に変更したいと相談がある。理由としては､｢19時まで居るのが疲れる｣｢娘が､早く帰ってこいと言ってくる｣等と話している。帰宅するバスの時間を1本早い時刻にずらすことを提案し､主治医へも相談していくこととしている。

鈴木　真知子様～昨日深夜､自室の窓の前でぼんやりと立っていることがあり､青風荘職員が声をかけると､驚いた様子で声を上げていたとのこと。その後は､職員が声をかけて布団に入ることが出来ていたものの､眠れたかは不明で､睡眠状況が悪化している可能性がある。しかし､本日利用時は居眠りすることはなく､不調もないと話しているとのこと。随時様子を観察し､対応していく。

鹿原　博夫　様～アパートの火災保険の更新についてスタッフに相談がある。｢インターネットで調べて､計画書を作って持ってこいって手紙に書いてあったんだよ｣と話している。不動産屋に問い合わせたところ､封書に同封してある書類2種（アパート更新申請書､火災保険更新申請書）を記入して､いつも通り不動産屋に持ってくるだけであるとのこと。本人にそのことを説明すると､｢何だよ｣と安堵の表情を浮かべている。

＜事例検討＞

小笠原　富治　様（77）　主病名：統合失調症　

検討内容目標・計画の評価、見直し

長期目標

病状悪化せず現状維持したい。

生きがいややりたい事を見つける。

中期目標

①病状悪化を防ぎ、デイナイトケアを長期利用出来るように目的や生きがいを探す。

②現状維持する為に体力低下を防ぐ。

短期目標

①食事当番（味噌汁作りの手順）を聞かなくても出来るようになる。

②運動に参加し体力作りを行う。

治療計画

①味噌汁作りの手順を覚えたのか確認し、出来ている場合は評価して本人に自信を持っていただく。発言内容を観察する。本人の思いを表現できるような環境を作り発言を促す。　

②現状維持の為、腰痛がないのか確認し運動を促す。また、青風荘より本人が役割を忘れる事が時折あるとの情報を受け、物忘れがあるのか観察していく必要がある。

現在の状況

病状→以前は独語･放歌､やさぐれたような対応等が目立っていた。現在は殆ど認められず､1人で過ごしている時に小声で放歌していることがある。

役割→昼食の味噌汁作りを行っており､他者へ聞くことなく取り組んでいる。慣れない食材やコンソメスープの時は､確認して実施している。

腰痛→時々あると訴えている。腰痛がある際は､運動療法･レクリエーションは見学している。

皮膚の痒み→慢性中毒疹であり､痒みはあるが､薬を塗付すると症状は和らぐとのこと。2週間毎に皮膚科を受診している。また､気温が高い日も厚着で来ることがあり､随時薄着になるよう伝えている。

余暇活動→イヤホンでラジオを聞いて過ごしている。本人は｢コーヒーやお茶を飲んでいる時間が好き｣等と話している。

プログラム→俯いていることが多く､発言も少ない。居眠りしていることも目立つ。職員が声をかけると､返答することは出来ている。

レクリエーション→スムーズに進行できるよう､積極的に準備を手伝っている。また､自分から他者へ話しかけることも出来ている。

青風荘･デイケア職員の情報

腰痛等の身体症状について､自分から訴えることができている。また､他者のシーツ交換を手伝う､ミーティングの司会をする等の役割についても､積極的に担っている。

昔は映画鑑賞が趣味だったが､今は興味がないと話している。ラジオを聞くことが好きとのこと。青明舎行事にも積極的に参加しており､自分から｢参加したい｣と話している。

本人は｢社会に出たい｣と話しているものの､具体的なことについては｢分からない｣と話している。

検討結果

本人が負担を感じない程度に､新しい役割を持ってもらい､できることを増やしていく。また､随時本人より話を伺い､負担を感じている際は調整していく。

■目標について～長期目標は､｢青風荘での生活を維持する｣に変更。

　　　　　　　　中期目標は､｢負担がない程度に､役割を担ってもらう｣を追加。

＜外来情報＞

清水　秋男　様～診察時､｢社会復帰とは､デイナイトケアに行かないことだと思う｣等と話しており､主治医より､単身生活及び就労が行えているのは､デイナイトケアを利用してリハビリを受けていることも大きく影響していることを説明され､デイナイトケアの利用を継続するよう説明を受けている。

板橋　利美　様～先週､津嶋イチ子様に対して怒鳴ってしまったことを主治医へ報告していた。怒鳴ったこと以外は､落ち着いて生活していたと話している。

中村　茂　様　～｢デイナイトケアに行くと疲れてしまって､限界だ｣｢青山荘に行きたい｣等と訴えている。主治医より､体力作りの為に､以前室岡整形外科より勧められたリハビリに行くよう説明され､整形外科でのリハビリを受ける曜日はデイナイトケアを休んでもいいと説明されている。しかし､｢室岡整形外科の場所がわからない｣｢行くのが疲れる｣等と訴えており､再度検討するよう伝えられている。

磯島　貴広　様～叔母がクッキーやケーキを持ってくる為､つい食べてしまうとの話がある。お菓

子を食べてしまった際は､食事の量を減らすよう説明されている。

本多　富美　様～風邪をひいたと訴えており､風邪薬を処方されている。

繁名　和恵　様～吐気が続いているとのことで､ナウゼリン１週間分処方されている。

寺沢　彩　様　～就労継続支援A型施設｢アイデント八戸｣の見学･体験利用について主治医へ話している。

